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当社のVISでは、ブランド向上活動の一環として、「VISマニュアル」の中で、当社のオリジ
ナル書体である「ヒラギノ書体」を推奨書体とし、特に広告デザインなどへの使用を推奨し
ています。

従来よりご利用いただいておりましたヒラギノ書体・TrueTypeフォント（以下TTF）のサ
ポート終了（業務通知No.2013-*/*/広報IR-017 発行済み ）に伴い、2014年4月から
OpenTypeフォント（以下OTF）を配布いたします。

つきましては、添付のフォントデータを皆様の業務用パソコンにダウンロードの上、インス
トールして社内でご活用くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

＜ヒラギノ書体とは＞
ヒラギノ書体は、1993年に当社が開発したデジタルフォントで、商品として販売が始まっ
てから20年以上の歴史があります。そして今では、カーナビやスマートフォンの画面表示や
テレビ番組のテロップ、書籍、自動車会社のカタログなど、暮らしのさまざまなシーンで幅
広く使われています。

【移行するフォント】
2014年4月1日から使用を推奨するOpenTypeフォント4書体

■ヒラギノ明朝ProN W3     　　   ■ヒラギノ角ゴProN W3

ヒラギノ明朝 ProN W3.otf               　　 ヒラギノ角ゴ ProN W3.otf

■ヒラギノ明朝ProN W6         　　■ヒラギノ角ゴProN W6

ヒラギノ明朝 ProN W6.otf               　　 ヒラギノ角ゴ ProN W6.otf

≪使用環境≫
・対応OS：Windows Vista／7
・ディスク空き容量：40ＭＢ以上（１書体につき７～９ＭＢ必要）
　（空き容量が少ない状態でムリにインストールするとトラブルの原因になります）

2014年10月31日でサポートが終了するTrueTypeフォント2書体についてはこちら⇒

≪ヒラギノフォント使用上の留意点≫



１）フォントはSCREENグループ（以下「当社」）の業務を遂行する目的でのみ使用できま
す。
２）フォントをインストールできるのは、当社ならびにグループ企業／協力企業各社より支
給された社員用のコンピューター、または、これらの会社が保有し管理している各社設置の
コンピューターに限られます。
３）コンピューターにインストールされたフォントの取り出しは手段を問わず禁止としま
す。

≪インストール方法≫
１）添付のヒラギノフォントをノーツからデスクトップにコピーして下さい。
　　フォントを右クリックでコピーしてデスクトップに保存するか、ドラッグ＆ドロップし
て下さい。

２）「スタートメニュー」→「コントロールパネル」を開きます。

３）「コントロールパネル」にある「フォント」フォルダに、先ほどデスクトップにコピー
したヒラギノフォントをドラッグ＆ドロップします。

４）ご使用前に再起動をしてください。

≪アンインストール方法≫
１）「コントロールパネル」にある「フォント」フォルダから、削除したいフォントを選
び、ファイルメニューから「削除」するか、「ゴミ箱」へドラッグ＆ドロップします。

≪よくあるご質問≫



　OTFの他の入手方法は？
2通りの入手方法がご利用できます。
①アクティブディレクトリのSCCMの機能を使って自動でOTFをインストールします（期間
限定）。
　詳細はこちら⇒（業務通知No.2013-*/*/広報IR-017　2014年3月20日発行済み ）
②業務用標準PC「74期モデル」をお使いの方はあらかじめ所定のフォルダに格納されてい
ます。インストール方法は
　同梱されているマニュアルをご覧ください。

　OTFを必ず使用しなくてはなりませんか？
使用を推奨しますが、強制するものではありません。

　TTFは必ず削除しなくてはなりませんか？
削除を推奨しますが、強制するものではありません。ただし、TTFとOTFが混在することで
かえって混乱する場合が考えられます。また、TTFへのサポート終了後のトラブルにも対応
できません。これらのリスクを理解した上で使い続けることは、使用者の自己責任とさせて
いただきます。

　推奨フォント以外のヒラギノTTFもサポートを終了するのですか？
はい。2014年10月末でサポートを終了します。

　過去に作成したドキュメントや、他の社員から届いた文書を開くと、体裁がおかしいのですが？
業務通知に記載されている「留意点について」の通り、相手が文書作成に使ったフォント
が、ご自身のパソコンにインストールされていない可能性があります。同一の作成文書を複
数のパソコンで共有するとき、その文書の作成に使われたフォントが、その他のパソコンに
インストールされていない場合、自動的に他のフォントに置き換わって表示される仕組みに
なっています。これは、デジタルフォント全般の特徴ですが、文書によっては、文字組みの
体裁が変わって表示される場合があります。

　WordやExcel、メールなど、パソコンの画面上で文字の表示ムラが起きるのですが？
この現象は、OpenTypeフォントを表示するためのWindowsの機能が不十分であることに
起因しています。このムラによる印刷への影響はありませんが、仕事上で利用に不都合が生
じる場合には、使用を控えてください。

　ヒラギノフォントをインストールすることで、何らかのトラブルが発生したらどうすれば良いで
すか？
ヒラギノ書体は広く一般に販売されており、実績のあるフォントですので、トラブルの発生
はほとんどないと考えています。万一パソコンの調子が悪くなったり、仕事上で利用に不都
合が生じた場合には、直ちに使用を中止し、アンインストールしてください。

　自宅のパソコンでも使っても良いですか？
業務用パソコン以外への転用は禁止されています。

　その他のFAQのリンク先：
http://www.screen.co.jp/ga_product/sento/otffaq.html

　【問い合わせ先】
＜全般＞
　ＶＩＳ委員会事務局　
　内線８７０－７１３１（秘書室）
　vis-info@screen.co.jp



＜技術＞
　イニタウトヘルプデスク
　内線　838-0290　


